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高い Li原子密度が要求される熱核融合炉用トリチウム増殖材料の代表的候補材料に関し、最高使用温度

における Li蒸発挙動を検討する。 
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1. 緒言 

トリチウム増殖材料にはトリチウム増殖比の観点から高い Li 原子密度が要求される。核融合原型炉用の

先進トリチウム増殖材料の第一候補材料は Li2TiO3に Li を過剰添加した Li2+xTiO3であるが[1]、更なる Li

原子密度も有する材料開発も進められている。そこで本研究では、トリチウム増殖材料の最高使用温度

（900℃、1% H2/He）での熱処理による Li 種の蒸発速度と結晶相変化に基づき、高リチウム原子密

度を有する各種トリチウム増殖材料の Li蒸発挙動を実験的に検討する。 

2. 実験方法 

 Li2TiO3、Li2.05TiO3、Li2ZrO3、Li8ZrO6、β-Li5AlO4の焼結体を作製

し、管状炉内 1%H2/He 気流中に 900°C で保持した。その後、熱処

理を中断して室温での質量減少を測定し、Li 種の蒸発速度を見積

もった。試料を粉砕後に粉末 X 線回折分析し、Li 蒸発による相変

化を評価した。 

3. 実験結果および結論 

 焼結体の表面からの Li蒸発に伴う質量減少率を Fig. 1 に示す。

Li2TiO3、Li2.05TiO3、および Li2ZrO3は、質量変化が殆どなく安定で

あった。一方、Li 原子密度が高い Li8ZrO6（0.69 Li-g/cm3）の焼結

体では、はじめ Li 種の蒸発により Li6Zr2O7を経て Li2ZrO3へ変化

し、加熱初期における Li 原子密度の低下が観察されたが、焼結体

表面が Li2ZrO3に覆われると Li 種の蒸発速度は緩やかとなった。

また、β-Li5AlO4（0.62 Li-g/cm3）の焼結体も、短時間の熱処理で表

面近傍が LiAlO2へと相変化しながら Li 原子密度が比較的早く減少したが、焼結体表面が LiAlO2で覆われ

るとその減少速度が緩やかとなった。これらの結果より、Li の蒸発速度と初期の Li 原子密度により算出す

る直径 1 mmの緻密な β-Li5AlO4と Li8ZrO6の焼結体の Li 原子密度を算出したところ、Li2.05TiO3焼結体より

も高い水準を維持した（Fig. 2）。したがって、このような Li種の蒸発挙動の結果、これらの焼結体が Li2.05TiO3

焼結体よりも高い Li 原子密度を維持する可能性を有する。 
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